
１．はじめに

後志校長会では４つのブロックに分かれ、そ

れぞれ共通の研究領域を設定して３か年継続研

究を推進してきた。第１５次研究の初年度にあ

たる今年度は、研究主題を新たに『成長の連続

性をつなげる学校経営の推進と校長の在り方』

と設定しスタートしたところである。管内にお

いては、各ブロック研究交流会、後志小中学校

長会研究大会を開催し、研究主題解明に取り組

んでいる。

２．研究計画

（１）研究主題

『成長の連続性をつなげる学校経営の推進と校長の在り方』

（２）研究主題設定の理由

後志管内においては、第１４次研究で「学力向上」に特化した取組を、各小・中学校で行

ってきた。それぞれの取組の連続性をより深めるためには、中学校区での学校連携をもとに、

地域・家庭等と教育課程を共有した協働体制づくりを確立し、学校力をさらに高めることが

求められる。そのため、教育課程を軸とした実践の改善・充実を生み出すカリキュラム・マ

ネジメントを進め、地域社会と学校との連携・協働を深める学校経営を担うことが重要であ

る。これらを進めるにあたり、校長としてどのようなリーダーシップを発揮するかという視

点で研究を推進する。

学びの継続性・連続性を縦軸とするならば、自校以外への指導の広がり（つながり）を横

軸とし、特に「教育課程」と「連携・接続」に焦点をあて、研究を進める。

新学習指導要領の理念に基づき、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、意図的・計画

的に練られた教育課程に基づく実践を構築し、地域社会にもその広がりを求め、子どもに生

きる力を着実に育むよう、この主題を設定した。

（３）研究の重点

①町村、ブロック研究組織を生かし、年次計画を明らかにした中で組織的・継続的な研究の

充実を図ること

②研究成果を、経営課題、教育課題の究明と経営ビジョンの構築に生かすこと

③研究成果を、課題解決に向けた手だての実践に生かすこと

（４）研究計画

①後志小中学校長会研究大会を開催

②各ブロックにおいて「ブロック研究交流会」を開催

③「研究の手引き」「研究紀要」の発行

④全道・全国大会への積極的参加と全道・全国大会提言のためのプロジェクト活動の推進
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研修部事務局長 泊村立泊小学校

校長 水 口 正 紀



３．研究の概要、研究活動など

（１）ブロック研究交流会

ブロック 開催日 開催地 研究領域 提 言 者（所属）

南 ９月２６日(火) 島牧村 連携・接続
新井 融 校長（寿都小学校）

森 浩 校長（ニセコ中学校）

山 麓 １０月４日(水) 京極町 教育課程
丹川 義之 校長（御保内小学校）

村井 満 校長（倶知安中学校）

岩 宇 ９月２６日(火) 泊 村 連携・接続
廣崎 司 校長（東陽小学校）

小田 篤志 校長（神恵内中学校）

北 ９月２６日(火) 仁木町 教育課程
皆川 一海 校長（都小学校）

宮本 元仁 校長（古平中学校）

（２）平成２９年度後志校長会研究大会

◇期 日：１０月２４日（火）

◇場 所：ニセコ町民センター

◇助 言 者：北海道教育庁後志教育局義務教育指導監 小 関 文 雄 様

北海道教育庁後志教育局教育支援課長 行 徳 義 朗 様

北海道教育庁後志教育局義務教育指導班主査 猪 子 政 文 様

◇提 言 者

分科会等 研究領域 提 言 者 研 究 課 題

小学校
北 教育課程

赤井川村立都小学校 「知性や人間性を育む社会に開か

課題１ 校長 皆川 一海 れた教育課程の創造」

小学校 岩
連携・接続

共和町立東陽小学校 「より良い社会づくりに向け、チ

課題２ 宇 校長 廣崎 司 ーム力を高める連携・接続」

中学校 山 教育課程 倶知安町立倶知安中学校 「知性や人間性を育む社会に開か

課題１ 麓 校長 村井 満 れた教育課程の創造」

中学校
南 連携・接続 ニセコ町立ニセコ中学校 「より良い社会づくりに向け、チ

課題２ 校長 森 浩 ーム力を高める連携・接続」

（３）北海道小学校長会研究大会

◇期 日：９月８日（金）・９日（土）

◇場 所：稚内市

◇研究領域：教育課程の第４分科会「知性・創造性」

◇提 言 者：喜茂別町立鈴川小学校長 中村 和男

『しなやかな知性と豊かな創造性を育むカリキュラム･マネジメントと校長の指導性について』

４．おわりに

今年度は３年次研究のスタートとして、「成長の連続性をつなげる学校経営の推進と校長の

在り方」を研究主題に、第１課題「知性や人間性を育む社会に開かれた教育課程の創造」と第

２課題「より良い社会づくりに向け、チーム力を高める連携・接続」を設定し研究を進めると

ともに、管内各校の実践をもとに研究協議を深め、校長のリーダーシップの在り方について検

証することができた。

本年度の研究を土台として、２年次目の研究を推進するとともに、全道・全国校長会の研究

趣旨に添い、それぞれの地域性を生かした取り組みを進め、後志管内全体の子どもたちの向上

につなげていきたい。
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